
箱根西麓三島野菜の生姜について、

箱根西麓三島野菜の生姜は現状「種」として静岡に出荷され、
三島市内で消費されるのはごくわすかです。

種のキロ単価は安く、商品価値としても知られていない三島では、
マイナーな存在ですが、実はこの生姜は大変珍しい生姜であるのでは    '
ないかと思います。

ジャム専門店 Soleil(当店)のジンジャーシロップを製造する過程で

三島産の生姜は特異であることを発見しました。

それを三島市のJA担当者や生産者に伝えたところ、今まで
そういつた観点から生姜を認知したことはなく、全くご存知ないのと

ことでした.生姜の詳しいことは別途記してあります。

私が目指しているのは、医療に頼らずに、自己防衛力を高め、

病気にならない身体にすること。

そういつた理念をもち、ジンジャーシロップを製造販売しております。

これからの時代は医療だけではなく、予防医学です。

そのためにはいかに自己免疫を高めるかが大切なのですが、
この未知なる生姜が、更に体験したことのない健康へ導いてくれる

のではないかと期待しております。

箱根西麓三島野菜の生姜の、確かなデータを残すことが出来れば、

高知県産を越える生姜になる。そう思われる点がいくつかあります。

また、生姜のみならず、箱根西麓三島野菜の成分を分析することで

より健康にいい野菜だと示すことが出来たら販売促進に繋がります。

土壌豊かな土地で恵まれた野菜を食べている私たち市民が、

健康でいることが、何よりも三島市の財産です。

またそれを県外へ知らせることが出来れは、更なる発展へと

繋がるのではないでしょうか。
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資料

①ジンジャーシロップ

原材料 生姜。きび砂糖・水

②生姜の比較 (異なる生姜で同じ商品を作つた場合)

A   高知県産の生姜
出来上がりは水分が多く、トロミはありません。

水分が多いシロップ。香りや刺激は軽めです。
B   三島産の種を使い、静岡の畑で栽培された生姜

出来上がりは水分がやや多く、少しトロミがあります。

同じような手触りと香りです。刺激はややあります。
C  箱根西麓三島地域の生姜 (新生姜)を使用
トロミがかなり強いです。また香りと辛味は刺激が強いです。

生姜は抗酸化力が高い野菜です。
他の生姜とCが大きく違うところは、すりおろした時点でネットリした
手触り、そしておろし汁はゼラチンのように固まることから、
でんぶん質が多く芋科のような効能があるのではないかと思います。
繊維が柔らかいのも特徴です。
Cを加熱するとゼラチンのように固まります。




